
自然資本の持続的利用による『豊かな自然との共生』、
『地域での支え合い』を軸としたwell-beingな『共生都市』の実現

大学や企業との連携による、農業・観光人
材の育成、産業創出、活躍の場づくりの実
施。

有機農業による産品に新たな付加価値を
付け、地域ブランドの創造を図ることで、持
続可能な『農』のプラットフォームを構築する。

イチカの活用による地域経済の活性化に加
え、収益の一部が地域の団体へと寄附され
るイチカプラスという取組みにより、地元消費
と支え合いの循環を図る。

農業・観光人材の育成

『農』のプラットフォーム構築

地域通貨イチカ

SDGs未来都市 奈良県天理市（2024年）

・スマート農業を通じた
『稼げる農』の創造
・体験型観光事業による
経済活性化

〈経済〉

・地域の支え合い
（こども食堂、フードドライブ）
・AIデマンド交通の活用

〈社会〉

・オーガニックビレッジの実現
・放棄茶畑の再生
・生物保護活動の推進

〈環境〉
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